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者 8名（専任教員 2名、名誉教授 1名、兼任講師 4名、RA1名）から構成されるが、批
判経営学・批判会計学の第一線に立っている研究者を共同研究者 ･研究協力者として本学
に招聘した。
表　2019年度「マルチ ･ステークホルダー ･モデルの経営 ･会計研究」研究会一覧
No． 項　目 内　容
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開催日 2020年 3月 14日（土）
タイトル 1．17世紀フランス会計研究の意義
2．簿記とアカウンタビリティの原理
講師（所属） 1．徳前　元信（福井県立大学経済学部教授）
2．陣内　良昭（東京経済大学経営学部教授）
参加人数 新型コロナウイルスの影響により中止
■第 1回　研究会
開催日：2019年 7月 6日（土）14：00~17：15
会　場：立教大学　池袋キャンパス　太刀川記念館第 1会議室
第 1報告：中央銀行における量的緩和政策の会計的分析
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報告者：高橋　伸子（国士舘大学 21世紀アジア学部教授）
第 2報告：株式会社と監査制度
報告者：白坂　亨（大東文化大学経営学部教授）
概　要： 第 1報告では、中央銀行の非伝統的金融政策（＝量的緩和政策）を巡る課題を提
示して、『資本論』MEGAに基づいた解釈を示し、マルクスが『資本論』執筆当
時のイングランド銀行の状況と比較しながら、『資本論』第三巻第五篇「利子と
企業者利得への利潤の分割．利子付資本」を援用して、今日の量的緩和政策を分
析する際の問題点を考察した。
　　　　 　第 2報告では、相次いで公表された金融庁と日本取引所のコーポレートガバナ
ンス ･コードや英国改訂コーポレートガバナンス ･コードとステークホルダーを
比較しながら、会計不正と監査制度改革について検討した。そこでは、ハードロー
とソフトロー、株主以外のステークホルダーの関係性、統合報告書の規格等の論
点を析出した。
　　　　 　以上の 2つの報告に対して、参加者全員で議論し、意見交換を行なった。
■第 2回　研究会
開催日：2019年 11月 9日（土）13：30~17：15
会　場：立教大学　池袋キャンパス　5号館第 1会議室
第 1報告：簿記初学者に関する関連性分析
報告者：山根　陽一（宇部工業高等専門学校経営情報学科准教授）
第 2報告：東芝の財務諸表分析～『法人企業統計』と比較した構成割合をめぐって
報告者：湯澤　直樹（北翔大学短期大学部准教授）
概　要： 第 1報告は、簿記初学者の実態について、授業データを用いて検証するものであ
る。2013年度から報告者が担当した初学者を対象とする簿記の授業を通して収
集した大学 1年生 156名のデータをもとに、学力指標と学修達成度の関連を分析
し、特定の学力が簿記の学修達成度に影響を与えているかを明らかにした。イン
プリケーションとして、学修に入る段階での基礎学力が不足している学生へのケ
アの必要性、学修への動機付けの重要性に言及した。
　　　　 　第 2報告は、東芝の『有価証券報告書』における連結貸借対照表および連結損
益計算書の構成を、日本の法人企業との比較を通して、社会問題化した 2015年
の東芝粉飾決算事件における会計問題を明らかにすることを試みた。1999年度
から 2018年度までの 20年間を対象とし、財務諸表の構成要素を整理して、法
人企業統計に基づいて資本の効率性や収益性などについて分析した。
　　　　 　以上の 2つの報告に対して、参加者全員で議論し、意見交換を行なった。
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■第 3回　研究会【中止】
開催日：2020年 3月 14日（土）13：30~
会　場：立教大学　池袋キャンパス　12号館 2階会議室
第 1報告：17世紀フランス会計研究の意義
報告者：徳前　元信（福井県立大学経済学部教授）
第 2報告：簿記とアカウンタビリティの原理
報告者：陣内　良昭（東京経済大学経営学部教授）
概　要： 新型コロナウイルス感染症の拡大を避けるため、急遽中止した。2名の報告者に
はお詫びをするとともに、後日の報告をお願いした。
担当：内野一樹（本学経済学部教授）
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